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」．BAVSCHINGER著　Dle．　Bahnbestimmung　dcr　Hirnmels．

　　　　　　　　　　　　　　　k6rper（天恵軌道決定法）

　　　　　　　　　　　　　　　〔第2版〕ドイツ國Leipzig市

　　　　　　　　　　　　　　　W・Engelmann店出版債約30圓

　EaUSchingerの軌道論の第二版が断こ．解れは第1版が今から22年も前

郎ち1906年に出たもので，有名な此の方面のクラシクナこるOppolzerの書

物こ多少行き方を異にし，低回な撒學解析よりも簡明な幾何學学説明法を

多く取り入れ，非常に分り易く，叉，實際計算家に必要な鮎を悉く含ませ

ナこ良書xSして早くから江湖に好評を博してみたものであっナこ．今，著趣旨

後の思ひ出に此の書の第二版を出しナこので，亦，新時代の天文家たちは喜

ばれるだらう．

　第二版の緒言に著者が言ってみるやうに，此の書は第1版を殆んさ其の

まX出版したものであって，從って之の第1版を持ってるる人には此の新

版は買ふ必要が無い程のものである．しかし，詳しく見るxS，さすかに20

年間σ）幽界の進歩につれ，双，第ユ版の世評や，著者の見識により，多少

の攣更が本文には施されてみる．憂夏の多くは附加であって，書き攣へら

れナこのは誠に少ない．又，第1版の誤植や各種の誤りが訂正されてあるの

は言ふまでもない．

　第1版に附け加へられた部分ミしては，

巷頭　緒言（第1販にば献本の爵だけで，緒言に無かつ7；）

第2鮪
第7節1

第15鮪

第16節

第52飾

第85節

象限三角形の韓換軸に關すち説明文11行・

直角座標S．赤道球面座標亡の微分凹型式の7：め25行・

後尾（：NonmalzeitビSVeltzeitの記事21行な加ふ．

Bessel提案の年初恒殿kについてBerlinビGreenwich　Sの時間關

係上の注意2行・

楕圓蓮動論中の三角李面について鍬稻的な数式若干造加8行・

三回灘測より軌道決定法中のGaussの方程式の解法に就て注意ご計
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添117節

　同

筆121節

第122節

第129節

第156節

第199節

　同

第200節

第201節

第202節

第203楕

算例37行・

批物軌道の假定算（Hypotheseprechnung）中のdの象限について注

意34行．

後尾1こH・Kreutzの慣用ぜる假定算法ピ其の計算例40行・

從前の第121節即ち「除外例の計箕」（Beispiel　zum　Ausnahmefall・）な

第120節に繰り上げ，薪に多重解法（Die　mehrfache　L6sungen）なる

1節た第121節ミして入れナこ．5頁i：わナこってみる・

後尾に拗物近似の軌道計算法について注意3行・

最近年に於けろ軌蓮決定法の逡歩についてLeuschnerのみならす・

？eincar6，　Charli’er，　Harzer，　Veithen，　Merton，　］i＞qumerow，　Cohn．　1－lerglotz

等の論丈や著書な暴げてるる35行・

搬動計算のiこめの軌道要素の微分式に關して三つの重要な關係式を

加ふ・9行・

白線速度槻測から分光連星の軌道奄計算する實例の指示3行，

上記の場合に便利なSchlesingerの表について注意2行・

第1版にli第200節「光度観測からの軌道決定法」（Bahnbestimmung

aus　Photometrischen　Beobachtungen）　しミてHartwigからDunerま

で四人の論丈を指示L7こに止まつ7こ口，庇の第2版にばRUssellが

1912年のAstrophysical　Journal　l二獲表し．た有名な一般解法た詳述し

てみる・但し第200節の標題ば從前の通り・

Bestimmung　einer　Kreisbahn　bei　totalen　Bedeckungen　（皆既拝奄磁iの揚合

の圓形軌道決定法）

Bestimmullg　einer　Kreisbahn　bei　partiellen　Bedecl｛ungen（部分掩蔽の

二合の皿形軌道決定法）

Bestimmung　einer　eUiptischen　Balin（圓軌道の決定法）

　筒ほ此の外に，本文の書き改められナこ部分εしては

　第29節　第6式のために3行

　第110節　　一ケ所の位置ご八面tから軌道要素奄決定すろ場合，元の。）式より

　　　　　　以下後尾まで2頁牛な簡輩にして｝1頁半に縮めて了つ7こ・

緒言や目次や索引を除いて，本文総計668頁．内容は7郡，37章，203節に

わたり，普通の遊星や彗星の場合のみならす，流星や野飼や各種の二重星

の軌道決定法まで含んでみるのであるから，此の一朋を以って現代天文學

上のあらゆる軌道決定を逡行ずるこεが出面るわけである．

　第1版に比べて紙型が心持ち小形5なり，活字も少しく積み，殊に計算

のため多くの丁字を並べてみる所では非常に小さい活字を使ってみるから
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多少辛みにいあり，総じて，第1版に比べるε，何εなく書物のドツシり

した重みがなくなったやうに感じる．一こんな事は枝葉の問題であるが．

　（第197頁の下部から第3行目にFall　sein　wird，　soεいふ4語が落ちてみ

る）．誤植は殆んさ無い．

　こんな書物が日本語にも外しい．

　此の書物ミ共に使用されるかのTafeln　zur　theoretischen　Astronomie

（同著者の）も目下第2版製作中であるこいふ（山本）

　　　　　　　　　ア　　イ　　又　　の　　暦

　アiヌには暦がないさうだ自分の年や生年月日なさも勿論箆えてみない

Eいふεころがシコタン島のアイメは，板の表に穴をあけて侮朝それに

一本の小木片を立てX日を数へるさうである．多分日本の暦を眞似たもの

であらう．

　回るア’iヌは一年を十ニケ月に分て陰暦の正月を『ト・イ・タンネ』（長い

日ミいふ）二月を『ハブラプ・チユプ』（鳥の暗く月をいふ）三月を「モ・キウ

タeチユプ』（草根を掘り始める月ミいふ）五月を『モ・マウ・タ・チユプ』（玖

魂を採り始める月ミいふ）六月を「シ・マウ・タ・チユプ』（玖塊を多く探る月

ミいふ）七月を『モ・ニヨラプ・チユプ』（葉の落ち始める月）八月を『シ・ニヨ

ラプ・チユプ」（葉の落ちる月）九月を『ウンポウ・チユプ』（踪の冷たい月）十

月を『シユナン・チユプ』G火で鮭を漁る月）十一一月を『d・二・カd』（弓折れ

月）十二月を『チウ・ハブ。チユプ』（潮が速い月）ε別れてある．

　吾々6本人の祀先もやはり昔はこんな名詞を用ひて十ニケ月をいひ現し

てみたもので，例へば三月の彌生は草木の獲生を意味し四月の卯の花月は

EBち卯の花の窪く月であり又五月の皐月はサナへ月の略であっfこ．殊に八

月の葉月ミいふのは，アdヌ人ミ憂りはない．また十一月の霜月も説明す

るまでもない，

　叉アイヌは凶漁を以て年の匠切りiなしてみる．三年経っナここεを『鮭

を取って，棘を取って叉鮭を取って」εいふさうであるこの表現法は日本

の古代にもあっナここの事である．


